阿亀 



i 島 与 志 雄 



天井 も 壁 も 真白な 広い 撞球 場の 中に 飛び込む と、 心の 

眼が ぼかつ と 開いた ような 工合だった。 阿亀の 面が、 

没 表情な 永遠な 笑顔で、 天井の 一隅から 見下して いる。 

ま A つ 

こちらの 台で、 二人の 青年が 球を撞 いていた。 あち 

らの 台で は、 色の 黒い 中年の 男が、 ゲ— ム 取りの 女 を 

相手に 遊んで いた。 

「どうです。」 

木 谷 はもう 僕なん かに は 構わずに、 つかつかと あち 

らの 台の 方へ 進んで いった。 

「や あ ー、 今 相手がない ものです から …… ご 



—— 変な 奴 だな、 カフェ ー から 姿 を 隠し、 こんなと 

, J ろに 。 

怪しい という 気持と、 一寸 親しみの 気持と で、 何 気 

ない 風 をして 寄って い つた。 

「暫く だね …… ご 

低めた つもりの 声が、 がんと 響いた と 思われる ほど 

強く 反応して、 彼女 ははつ と 顔 を 挙げた。 

「どうし たんだい …… 球を撞 くの かいご 

真正面に 見向いて る 眼が、 軽い 滑稽な 敵意 を 帯びて、 

わざとら しく 睥め ている。 —— 二三 ヶ月 以前より は、 

顔が 引締 つて 綺麗に なって いた。 



ま ぼんやり 考え こんだ。 残された 青年の 一 人が、 暫く 

つつ 立って 球 をい じってい たが、 やがてつ まらな そう 

に it つて、，' つ た。 

—— 彼奴 かな。 

ぉ久と 一緒に 出て 行った 青年の 姿が、 初めは 気に も 

留めなかった が、 その 時に なって、 はっき リ 頭の 中に 

描き出された。 青年と いっても、 学生と いっても、 学 

生と 会社員との 中間に 当る くら い の 年配と 様子と で、 

セルの 着物 を 一枚 無造作に ひっかけた 恰好が、 肩の 骨 

立った 張り 工合から、 腰の 薄べ つたい 痩せ 工合な ど、 

呼吸器で も 悪そう な 風の 男で、 細面の 顔が 蒼白かった。 



んだ とか …… 。 

「おかし いんだよ 君 ご と 木 谷 は 声 も 低めずに 云う の 

である。 

「伊坂が 球撞 にこつ て、 夜 遅くまで 家に 戻らない のが、 

細君 は 嫌で たまらな いら しいんだ。 球撞 ぐらい、 いく 

ら こったって よさそう な もの じ やない か。 それ を、 嫉 

妬 …… といつ ちゃ 悪い か 知れない が、 気に 病んで、 十 

時 頃になる と、 屹度 自分で ああして 迎 いに 来 るんだ そ 

うだ ご 

或る時 II これ は 前の 方の 話 だが —— 伊坂 は 夜更け 

まで カフェ ー の 前 を うろつき 廻って いて、 巡査に 咎め 



「いや、 とんだ 不作法な こと をして しまって、 弱り ま 

した ご 

「不作法な ものです か。 気が 弱く ちゃい けません ご 

僕 は そこで、 頭 ごな しに やつ つけられた 気がして、 

黙り こんで しまった。 

ところが、 やりかけの ゲ— ムを 初めてる うちに、 木 

谷 は 僕のと ころに やって来て、 顔 を 近寄せて 囁いた。 

「先生、 あんな こと をい つてる が、 伊坂の 細君が 来る 

と、 すっかり 固くなつ てね、 ちっとも 球が 当らない ん 

だぜ。 可笑しな もの さ ご 

r ぶ。 I 

I 函-ハ ずる 」 



「おい、 何 を 独りで 笑って るんだ いご 

木 谷に 声をかけられて 我に 返る と、 頰に 笑いが 上つ 

てく るの が はっきり 意識され た。 

「まま まま II 

抵抗し きれないで 声に 出して 笑っての けて、 僕 は 元 

気よ く 立 上った。 

「こんど は 僕 も 入れて くれ。 三人 撞で いこうよ ご 

木 谷 はまる い 眼 をした。 が 佐 藤 は、 黒い 額と 眼と を 

光らして、 天井 をで も 仰ぐ ような 恰好に 首 を 反らせた 

「宜しい、 やりましょう ご 

立 上った とたんに、 窓から 視 いてみ ると、 外 はや は 
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